
葬儀と遺産相続

関 口 亘 彦

その１ 葬儀と遺族年金

その２  相続と節税対策



PPT2



身内が亡くなった時は家族皆
意気消沈しています。
ですが、責任ある立場の方は
悲しみの中にも芯を強く持ち、
やらなければならない義務が
多くあります。

PPT1５PPT1３ PPT５PPT７

PPT3

葬儀から相続までのプロセス



PPT4

準確定申告とは、亡くなった人
（被相続人）の生前の所得に対
する確定申告のこと。

年金受給者の収入が公的年金
だけで、年間の受給額が400万
円以下であれば準確定申告は
不要。

2000万円以下の給与の場合で
あれば、基本的に不要。



・遺影写真は元気なうち
  に準備しておく

（１０年前の写真でもOK）

・故人の思い出の写真を
式場に掲示する例もあ
る。

・通夜では夜じゅう灯かり
  を灯し、夜とぎとして棺
  に付き添う。

・出棺、火葬、収骨、精進
  落しと進んで遺骨は自宅
  の祭壇に安置する.

・遺骨は四十九日忌法要で
  お墓に納める。
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・病院で亡くなった場合、医者
  が死亡診断書を書く。

・自宅で亡くなったった場合は
  かかりつけの医者が最期を看
  取った場合にはその医者が
その場で死亡診断書を書い

  てくれる。

・最期を医者に看取られなかっ
  た場合は警察に連絡する。
事件性の有無が確認され行
政解剖が行われることがある。

  死体検案書を警察が作成する。

・書類は市区町村役場や病院
  などに備えられている。

・死亡届を提出した際、火葬許
  可申請書も提出し、「火葬許
  可書」を受け取る。
 （葬儀社が代理で提出してく

れる）

・生前に夫婦の本籍地をお互いに確認しておくとよい。
・７日以内に死亡届を提出する。
・「死亡届」と「死亡診断書」は５枚ほどコピーしておく。 
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世帯主変更届

・世帯主が無くなると１４日以内に「世帯主変更届」を提出する。

・世帯主変更届を提出する必要があるのは、世帯主が死亡して世帯に15歳以上の人が2人以上残
っている場合。この場合は、15歳以上の人の中から新しい世帯主を1人決めて届け出をする。

・新しい世帯主は通常、家計を維持する人がなる。

・届出が不必要な場合 
・世帯主が死亡して世帯に残った配偶者である妻だけの場合。
・妻と１５歳以下の子供であるなど新しい世帯主が誰であるか明らかな場合は、変更届を提出する
  必要はない。

・必要書類: 死亡届と一緒に世帯主変更届を提出するのが一般的である。
 
・過料の注意: 提出期限を過ぎると過料が発生する恐れがあるので注意が必要。

・提出先： 市区町村役場。

・必要なもの：本人確認書類｟運転免許証、マイナンバーカード、印鑑（認印）など｠
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葬儀会社斎場 家族

・埋葬許可証は四十九日
  忌法要で遺骨をお墓に
  納める時に必要。

・葬儀から数日経つと葬
 儀社から請求書がくる。
 領収書は相続税の控除
 になるので保管しておく。
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・通夜、告別式での挨拶は、
  喪主または長男・長女が行っ
  ても良い。
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・子供や孫が将来ともに
お墓を管理してくれる
墓地を選ぶ。

・お寺に専属の石屋さん
が数社入っている。

・墓石には形、御影石の色、
外国産など種類がある。

・一か月ほどでお墓が出
来上がる。

PPT10
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健康保険の資格喪失手続き

・国民健康保険や後期高齢者医療制度
  に加入していた場合、１４日以内に市
  役所で手続きをする。

・介護保険を受けていた場合は、介護
  保険の被保険者証と資格喪失手続き
きもする。

・故人が会社員の場合は、健康保険や
  厚生年金の資格喪失手続きも会社が
代行してくれる。
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・提出先 市区町村の役所

・提出期限 １４日以内

・提出物 被保険者証、高齢受
  給者証

・必要な書類
死亡を証明する戸籍謄本
申請者の印鑑
本人確認書類（運転免許証、
マイナンバーカードなど）

健康保険（社保）の場合
健康保険
共済保険

会社員が亡くなった場合は健康
保険証を提出すれば、会社側が
５日以内に「被保険者資格喪失
届」を日本年金機構へ提出してく
れる。

国民健康保険資格喪失手続き PPT14



基礎年金番号

死亡者

届出者

死亡者の欄
・基礎年金番号
・生年月日
・氏名
・死亡年月日
基礎年金番号は年金証
書、基礎年金番号通知
書、年金手帳などに記
載されている。

届出者の欄
・氏名、続柄、住 所、
電話番号

必要書類
・故人の年金証書
・下記いずれかの書類

・住民票除票
・戸籍抄本
・死亡診断書
  （コピー可）  

提出先は年金事務所
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自治体からもらえるお見舞金

葬祭費支給申請書
・死亡者氏名、死亡年月日
 死亡原因
・申請者の住所、氏名、電話番号
・臨終を看取った医師の証明記入
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家族が亡くなった直後は悲しみに暮
れる暇もなく手続きが多く大変です。
返却や解約、名義変更などすぐにや
りましょう。
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名義変更

・遺言書がある場合は、相続した人、
  無い場合は、遺産相続分割協議で
  相続した人。

・遺産相続分割協議が長引くと故人
  口座からの自動引き落としや銀行
の引き出しができなくなるので早

  めに相続人を決めましょう。

PPT18

故人



PPT19
名義変更や解約手続きを忘れずに！
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PPT21

戸籍謄本は、最寄りの市区町
村役場で取得可能です。 
2024年3月1日から始まった
「戸籍証明書等の広域交付制
度」により、本籍地を問わず、
全国どこの市区町村役場でも
戸籍謄本を取得できるように
なりました。本人確認を行え
ば、複数の本籍地の戸籍謄本
を一度に取得することも可能
である。

・流山市役所市民課
04-7150-6075 

・おおたかの森市民窓口センター 
04-7154-0333

・東部出張所
04-7144-2175

・江戸川台駅前出張所

04-7152-3132
・南流山出張所

04-7159-4512



PPT22

相続の際に必要な書類

故人の出生から死亡までの戸籍
が必要。（流山市役所で取得）



戸籍謄本
戸籍謄本とは、個人の身分事項が記載された「戸籍簿」の写しです。 戸籍簿には、出生、結婚、死亡など、
個人の一生にわたる重要な出来事が記録されています。戸籍謄本は、家族全員の情報が含まれており、
このため、戸籍謄本は、家族の法的な証明書として重要な役割を果たします。 

戸籍抄本
戸籍謄本には、同じ戸籍内の全員の身分事項が記載されていますが、戸籍抄本には、同じ戸籍内の人の
うち、特定の個人の身分事項のみが記載され、それ以外の人の情報は省かれています。
たとえば自分だけの分の証明書が必要な場合には戸籍抄本で足ります。

除籍謄本
除籍謄本とは、戸籍に登録されていた全員が死亡、結婚、転籍などにより抜けた状態の戸籍の写しです。 
これは、戸籍が空になったことを証明する書類であり、主に相続手続きの際に必要とされます。
除籍謄本は、故人の財産名義変更や相続手続きにおいて重要な役割を果たします。 

改製原戸籍謄本（かいせいげんこせきとうほん）
改製原戸籍謄本とは、現行の戸籍制度以前に作成された戸籍のことを指します。具体的には、戸籍法の
改正に伴い、古い戸籍が改製された際に、その元となる戸籍のことを言います。改製原戸籍は、戸籍の
歴史的な記録として重要であり、相続手続きなどで必要となることがあります。

戸籍の附票
戸籍の附票とは、本籍地の市区町村が管理している「住所の履歴を記録した書類」です。
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遺産相続が完了するまで故人名
義の預貯金が引き出すことがで
きない。
葬儀費用、生活費等必要な費用
を家庭裁判所に申し立てを行うこ
とで金融機関ごとに最大１５０万円
を払い戻せる制度。

死亡届を出す前に必要な金額を
銀行から引き出しておく方法が
ある。
⇒ 引き出した金額は遺産相続
評価額に記載しておくこと。
・記載しないと過少申告加算税
  が課せられる
・使途を明確にしておく、領収書
  を保管しておく

遺産分割協議書を早く作ること。
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PPT26



PPT27

法定相続一覧図

・故人と相続人の「法定相続情報
一覧図」を法務局に提出・登録
する。

・手続きのたびに戸籍謄本を提出
する必要がなくなり手続きの簡素
化や費用の削減になる。
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企業によっては３階部分もある
3階部分（企業年金）
・ 企業年金は、企業が従業員の退職後

の生活をより豊かにするために公的
年金に加えて設ける年金である。

・本人が死亡すれば支給打ち切りとなる。

PPT31
年金の構成について



遺族年金とは
  一家の働き手の方や年金を受け取っ
  ている方が亡くなった時、遺族の生活
を支えるため亡くなった方の収入で
生活していた配偶者や子供などに支
給される公的年金

夫が故人となった場合の遺族年金
・会社員、公務員の場合

老齢基礎年金
老齢厚生年金
遺族厚生年金（寡婦加算額をむ）

・自営業の場合
老齢基礎年金

PPT32

人によっていろいろなケースがあるので、自分の死後、遺族年金
がいくら配偶者に支給されるか松戸税務署で計算してもらいま
しょう。



配偶者６５歳以上の選択（ケース １，２の場合）

下記３択から選択
・老齢厚生年金＋老齢基礎年金
・遺族厚生年金＋老齢基礎年金
・遺族厚生年金の２/３＋老齢厚生年金の１/2 
＋老齢基礎年金

遺族年金の
受給遺族年金の受給
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遺族年金
・遺族年金とは、国民年金や厚生年金の加入者（または加入者だった人）が亡くなった際に、
その人によって生計を維持されていた配偶者や子どもなどが受け取れる年金のこと。

・遺族年金には、国民年金に加入していた人が亡くなったときに支給される「遺族基礎年金」
と、厚生年金に加入していた人が亡くなったときに支給される「遺族厚生年金」の2種類が
ある。遺族年金を受け取るためには、それぞれの年金制度の受給要件を満たす必要がある。

遺族基礎年金
遺族基礎年金は、国民年金の被保険者が亡くなった際に、その遺族に支給される年金。
受給対象となるのは、亡くなった人によって生計を維持されていた「子のある配偶者」または「子」。
国民年金の被保険者期間中に死亡したとき（６０歳以前に故人となった場合）に受給できる。

遺族厚生年金
遺族厚生年金は、厚生年金保険に加入していた人が亡くなった際に、その人によって生計を維持
されていた遺族が受け取れる年金。遺族厚生年金を受け取れるのは、亡くなった人によって生計
を維持されていた遺族のうち、最も優先順位の高い人。

老齢基礎年金
老齢基礎年金とは、国民年金の保険料を納めた方が以下の条件を満たしたときに受給できる年金。
保険料納付済期間と保険料免除期間などを合算した受給資格期間が10年以上、原則、65歳以上
であること。繰り上げ受給や繰り下げ受給が可能である。
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老齢厚生年金
老齢厚生年金とは、厚生年金から支給される老齢年金のこと。会社員や公務員など、厚生
年金に加入していたことのある人に支給される。
受給要件として、老齢基礎年金を受け取れること、65歳以上であること。
繰上げ支給や繰下げ支給ができる。

遺族年金の詳細については
松戸年金事務所 TEL 047-345-5517   松戸市新松戸１－３３５－２

下記書類を持参のうえ総合案内窓口で受付け（新松戸駅から徒歩５分）
年金相談室 TEL ０５７０－０５－４８９０ 予約受付

８：３０～１７：１５ （土、日、祝日、年末年始休み）
（年金相談室は年金事務所と離れた建物の２階にある）

必要なもの 年金手帳、基礎年金番号通知書、年金証書、本人を確認するもの
代理の場合は委任状必要（用紙は日本年金機構HPより）
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年金相談室２F

新松戸中央総合病院

柏方面

南流山方面

PPT36

新松戸駅

松戸年金事務所
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